
蒔嚢復元J

イラクやパレスチナなどの国際紛争､北朝鮮による日本国民の投致､中国に発生

したサーズ､先進国における景気低迷と失業率の増加､中国や東欧による先進国の

追い上げと生産拠点の移転など､グローバリゼーションと交通 ･情報手段の発達に

よって､世界のどこかで起こった出来事が他の国や地域に直ちに伝搬され､大きな

影響を与えるようなってきています｡

国内に目を転じると､金融危機､第二次大戦後始めての物価の長期下落､企業業

績不振による倒産やリストラ､うつ病や自殺者の増加､中高年層だけでなく若年層

を含めた失業の拡大とフリーターの急増など､私達のまわりにはこれまで予想しな

かったリスクが出現し､それ-の対応を迫られるようになりました｡

この様な事態に対処する必要があるという考えから､｢グローバル時代のビジネ

ス研究会｣(代表､松枝辿夫教授)が設置され､国際法務､アジアでのリスクマネ

ジメント､マーケテイング､海外での失敗事例研究､リスク･不確実情報開示と監

査､少子化社会と外国人労働､ビジネスモデル特許などの観点から研究 ･調査が進

められ､昨年秋に平塚市で開講された市民公開講座で中間報告がなされ､また､ミ

ャンマー､ベ トナム､中国 (揮川､広州､青島､大連､審陽)において現地企業の

訪問調査等が行われました｡

『国際経営フォーラム』No.14は､特集を ｢グローバル時代のビジネスリスク｣

とし､グローバル時代のビジネス研究会の成果を紙面と期限の制約の中で発表でき

るものにつき､掲載しました｡

大学および研究所には､多様な専門分野の研究者がいます｡複雑な様相と広がり

を見せつつあるリスクに取り組むには､こうした研究者の共同研究と相互の連携が

進められることが望まれています｡本誌が､そうした研究発表の場に今後とも活用

されることを期待します｡

その他､中国における政治 ･経済と企業経営をめぐって開かれた ｢公開国際経営

フォーラム｣､コーポレート･ガバナンス､国際物流､会計制度をめぐる課題や環

境 ･エネルギーに関する風力発電システム､ワークスタイルの多様化とセーフティ

ーネットなど､時宣に適した論文が寄せられました｡今日的な課題に対処しようと

いう点では､リスク･マネジメントが共通のテーマになっています｡

これらの論文を教材にして､演習や授業で議論が交わされ､関心を深めることに

よって寄稿者の努力に感謝したいと思います｡論文を寄稿いただいた方々にお礼を

申し上げます｡ (桐村 晋次)
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